
被 氏 名  福　島　太　郎

災 所属消防団（階級）  ○○市町村消防団　第４分団　団員

団 災 害 発 生 の 日 時  平成○○年○○月○○日（日）　午前６時００分

員 災 害 発 生 の 場 所  ○○市〇〇字〇２０番地（〇〇中学校グランド）

災

害

の

状

況

　現認者が団長の場合、「現認書兼事実証明書」としてまとめてもよい。

　その場合、発生状況を記載し、内容について「現認した」「証明する」旨を

　記載すること。

住所　福島県○○市○○町３番１号

（現認者） 職名　○○市町村消防団　第４分団長

氏名　　　　　役　所　次　郎　　　　㊞

【例示】

現　　　認　　　書

　   平成○○年○○月○○日

 上記のとおり現認しました。

　私は、○○市町村消防団第４分団長として、平成○○月○○日（日）に開催

される市町村消防団ポンプ操法大会に向けて訓練を指導していたところ、平成

○○月○○日（日）午前６時頃、〇〇中学校グランドで、２番員で訓練をして

いた福島太郎団員が、第２線延長開始後、後方に体の向きを変えて発進し２０

ｍくらい走った後、右足大腿部裏側を負傷したところを現認しました。

　　　現認者の目線で作成

8

令和

令和

福　島　　太　郎　　

〇〇市消防団　　第〇分団長　　　

       

〇〇市消防団 第〇分団 　団員　　　

令和〇年〇月〇〇日（日）　午後７時３０分頃　

〇〇市〇〇町〇〇〇地内　　　　　　　　　　

令和〇 〇 〇〇

〇〇　〇〇　　　　　　　　　　

〇〇市〇〇町〇〇番地　　　　　　

　私は、〇〇市消防団第〇分団長として、令和〇年〇月〇〇日（日）の夜間に
〇〇市〇〇町〇〇〇地内で発生した建物火災に出動し、現場で消火の指揮を
執っていたところ、午後７時３０分頃、福島太郎団員が水利から火点近くまで
ホースを延長中、途中の地面のくぼみにつまずいて転倒し、右膝を負傷した
ところを現認しました。

　現認者の目線で作成すること。

　※　現認者が団長の場合、「現認書兼事実証明書」としてまとめてもよいが、
　　　その場合は災害発生の状況を記入し、内容について「現認した」、「証       
　　　明する」旨の文言を入れること。
                        

                                                

　  


